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研究内容
　「自然免疫」はウイルスや細菌といった病原体の感染初期に発動する生体防
御システムであり、マクロファージや樹状細胞が中心的な役割を果たしていま
す。これら自然免疫担当細胞は病原体の侵入を察知すると、炎症性サイトカイ
ンやインターフェロンといった液性因子を産生し、炎症や抗ウイルス反応の惹
起、感染局所への免疫細胞の動員、貪食や殺菌を行います。さらに、自然免疫
は、T細胞応答や抗体産生といった病原体（抗原）に特異的な「獲得免疫」の
誘導にも必要な応答です（図１）。自然免疫による病原体認識機構は長らく不
明でしたが、1996年のショウジョウバエにおけるTollと呼ばれる膜型分子の
発見と1998年のヒトにおけるToll様受容体（Toll-like receptor; TLR）ファ
ミリーの発見（いずれも2011年ノーベル賞）を機に、急速に進みました。TLR
はヒトで10種類（TLR1-10）、マウスで12種類（TLR1-9, 11-13）存在してお
り、それぞれが異なる病原体成分を認識する受容体として機能しています（図
２）。近年では、TLR以外にも、細胞質内でウイルス感染を認識するRIG-I-like 
receptors （RLRs）ファミリーといった病原体認識分子も同定されています。
重要なことに、自然免疫は病原体のみならず自己成分や環境因子にも反応し炎
症を誘導することや、自然免疫系の破綻が自己免疫疾患やアレルギー、炎症性
疾患に繋がることが示唆されています。私達は、自然免疫の全貌を明らかにす
ることに加え、自然免疫が関与する疾患の制御法の確立や効率的に獲得免疫誘
導なワクチンの開発を目指しています。
　主な研究テーマは下記の３つです。
１）自然免疫受容体を介したシグナル伝達経路の解析
　TLRやRLRを介した自然免疫応答を制御する分子の同定や分子間相互作用
などの解析を通して、病原体の侵入から排除に至る流れの理解を目指していま
す。
２）新たな自然免疫認識機構や炎症誘導機構の解析
　自然免疫は傷害を受けて死滅した細胞の成分（DNA、RNA、タンパク質、脂
質など）に対しても応答し、炎症性疾患や自己免疫疾患を誘導することが分かっ
てきましたが、詳細な認識機構は不明です。私たちは、この仕組みの理解を目指
しています。また、自然免疫はアスベストや花粉といった環境因子に対しても反
応します。こうした環境因子に対する認識機構を明らかにすることも目指してい
ます。
３）新たな免疫制御法の確立
　自然免疫受容体下流シグナル伝達経路の活性化制御可能な核酸、蛋白質、脂
質などを用いた新たな免疫制御法の確立を目指しています。特に、がんやウイル
スに対する獲得免疫を効率よく誘導できる免疫賦活剤の開発を目指しています。
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研究を始めるのに必要な知識・能力
　旺盛な好奇心と高いモチベーション。
　研究室の指導方針
　自ら課題を見つけ、実験を通して解決する能力を身に付けてもらうよう指導しています。博士前期課程学生に対しては、主に実社会
で即戦力として活躍できるよう研究のスキルやコミュニケーション力のアップを目指した指導を行っています。博士後期課程学生に対し
ては、論文作成や国際学会での英語発表を通して将来国際舞台で活躍できるような人材を育成しています。

この研究で身につく能力
　自己免疫疾患、アレルギー、がんといった自然免疫が深く関与する疾患に対する知識基盤が身につくと共に疾患治療法の作出や医
薬品開発に対する意識が高まります。

修了生の活躍の場
　製薬・食品関連企業における研究や開発職、CRO等。
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